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マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
と
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
福
島
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ
」　　

元
京
大
炉
講
師
・
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授

現
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪
の
会
世
話
人
代
表

中
川　

益
夫
さ
ん

福島原発
危機を問う③

大会討論
より

　

前
回
、
事
故
の
初
動
対
応

を
追
っ
て
や
や
詳
し
く
フ
ォ

ロ
ー
し
た
。「
あ
あ
難
し

い
」
と
の
印
象
を
与
え
た
と

す
れ
ば
私
の
解
説
の
ま
ず
さ

の
反
映
か
読
者
の
側
の
知
識

欲
の
問
題
か
、
の
ど
ち
ら
か

で
し
ょ
う
？

　

ほ
ぼ
毎
日
掲
載
の
新
聞
・

雑
誌
記
事
（
特
に
図
表
）
に

黄
色
の
マ
ー
カ
ー
で
線
を
入

れ
る
習
慣
を
付
け
て
頂
け
れ

ば
、
学
習
効
果
向
上
間
違
い

な
し
と
思
う
。

　

さ
て
、
原
発
事
故
の
経
過

は
前
回
以
後
も
続
く
が
従
来

原
発
安
全
神
話
「
五
重
の
壁

に
守
ら
れ
て
い
て
事
故
が
あ

っ
て
も
安
全
」
と
宣
伝
さ
れ

て
き
た
。

　

「
安
全
神
話
」
の
中
味
に

私
は
マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト

福
島
県
か
ら
転
入
生

　

私
が
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
を
決
め
た
の
は
、

こ
の
４
月
に
自
分
の
ク
ラ
ス

に
転
入
し
て
き
た
児
童
が
、

福
島
県
出
身
だ
っ
た
か
ら

だ
。
そ
れ
ま
で
自
分
は
、
東

日
本
大
震
災
を
遠
く
の
こ
と

の
よ
う
に
、
他
人
事
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
子
に
よ

っ
て
、
考
え
が
変
わ
っ
た
。

　

「
何
か
し
た
い
」
そ
ん
な

思
い
が
募
っ
て
い
っ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
募
集
に

迷
う
こ
と
な
く
参
加
を
決
め

た
。想

像
を
絶
す
る
光
景

　

飛
行
機
か
ら
見
え
た
、
仙

台
空
港
周
辺
の
光
景
に
た
だ

た
だ
息
を
呑
ん
だ
。
見
え
た

限
り
の
沿
岸
に
は
、
物
が
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
く

な
っ
て
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
う

バ
ス
か
ら
も
、
大
震
災
に
よ

る
津
波
の
傷
跡
が
ま
ざ
ま
ざ

と
見
ら
れ
た
。
家
屋
が
倒
壊

し
て
い
た
り
、
車
両
が
横
転

し
て
い
た
り
、
電
柱
が
な
ぎ

倒
さ
れ
て
い
た
り
…
。
非
現

実
的
な
光
景
が
そ
こ
に
は
あ

っ
た
。
広
い
範
囲
が
そ
の
よ

う
な
状
況
な
の
で
、
何
か
ら

手
を
つ
け
て
い
け
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
気
が
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ

れ
た
先
生
方
は
、
様
々
な
地

域
・
校
種
か
ら
来
ら
れ
て
い

て
、
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
。
全
体
的
に
は
50
才
前
後

が
多
く
、
若
い
先
生
は
少
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
少
し
残
念

に
思
っ
た
。
も
っ
と
若
い
力

が
必
要
な
の
に
。

　

１
日
目

　

40
人
く
ら
い
で
、
道
路
の

ご
み
を
運
ぶ
作
業
を
し
た
。

　

２
日
目

　

ひ
た
す
ら
物
を
運
ん
だ
。

夕
方
、
日
和
山
公
園
か
ら
街

を
見
お
ろ
し
た
。
が
れ
き
の

山
だ
っ
た
。
改
め
て
地
震
・

津
波
の
怖
さ
を
思
い
知
っ

た
。

　

３
日
目

　

側
溝
の
泥
か
き
、
家
と
家

と
の
間
、
50
㎝
の
隙
間
を
進

ん
で
作
業
。

　

３
日
間
の
活
動
時
間
は
10

時
間
弱
だ
と
思
う
け
ど
、
い

っ
た
い
何
が
で
き
た
の
か
。

全
体
か
ら
見
た
ら
、
10
億
分

の
１
、
そ
れ
以
下
か
も
し
れ

な
い
。

　

で
も
、
一
歩
一
歩
前
進
し

て
い
る
。
田
ん
ぼ
も
使
え
な

い
、
鉄
道
は
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
、
行
方
不
明
の
人
が
何
人

も
い
る
。
だ
け
ど
、
前
進
し

て
い
る
と
思
う
。

　

飛
行
機
が
離
陸
す
る
と

き
、
着
陸
す
る
と
き
よ
り
悲

し
い
と
い
う
か
、
む
な
し
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
る
と
心
が
重
た
く
な
っ

た
。

　

何
が
で
き
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
。

命
と
絆
の
大
切
さ

　

す
ぐ
に
は
何
も
変
わ
ら
な

い
。

　

手
の
届
く
こ
と
、
や
れ
る

こ
と
、
そ
れ
を
着
実
に
し
て

い
こ
う
。

　

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
に
も
こ

の
思
い
を
伝
え
た
い
。

　

命
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。

　

最
後
に
、
カ
ン
パ
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
本
当
に
多
く
の

先
生
方
、
空
港
ま
で
送
迎
し

て
く
れ
た
先
生
方
、
現
地
で

一
緒
に
活
動
し
た
先
生
方
、

宿
泊
所
の
方
、
現
地
の
方
、

い
ろ
ん
な
方
に
支
え
ら
れ
て

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
、
改
め
て
、
絆
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
思
い
込
み
・
過
信
）
と
マ

イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
思
い
込
ま
せ
）
の
二
つ
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

五
重
の
壁
を
復
習
す
る

と
、
①
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
（
燃

料
の
酸
化
ウ
ラ
ン
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
の
場
合
は
酸
化
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
の
混
合
物
、
焼
結

体
）　

②
ジ
ル
カ
ロ
イ
製
の

燃
料
入
り
鞘
管
（
融
点
約
２

０
０
０
度
の
チ
ュ
ー
ブ
）　

③
圧
力
容
器
（
燃
料
と
制
御

棒
を
内
包
す
る
原
子
炉
の
心

臓
部
。
直
径
３
メ
ー
ト
ル
高

さ
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
カ
プ

セ
ル
型
）　

④
格
納
容
器

（
巨
大
な
電
球
に
似
て
い
る

が
、
奈
良
の
大
仏
ほ
ど
の
ス

ケ
ー
ル
）　

⑤
建
屋
（
世
界

一
大
き
い
木
造
建
築
・
大
仏

殿
位
）
と
喩
え
れ
ば
飲
み
込

み
易
い
の
で
は
（
大
き
す
ぎ

る
？
）　

⑥
原
発
サ
イ
ト

（
敷
地
）
私
が
追
加
し
た
分

だ
が
、
重
要
な
「
壁
」
で
あ

る
こ
と
は
、
理
解
し
て
も
ら

え
よ
う
。

　

マ
イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
は
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
の

際
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
配
下

の
ケ
メ
ニ
ー
報
告
で
強
調
さ

れ
た
。
特
に
原
子
炉
規
制
側

へ
の
厳
重
注
意
と
し
て
「
原

子
炉
は
本
来
危
険
」
と
。
原

子
炉
設
置
者
側
に
も
全
地
域

住
民
に
も
通
用
す
る
重
味
が

あ
る
。　

　

炉
心
溶
融
で
①
も
②
も
閉

じ
込
め
に
は
効
か
ず
、
③
鋼

鉄
製
格
納
容
器
の
底
の
貫
通

孔
か
ら
も
れ
出
た
と
判
明

（
五
月
中
旬
一
号
機
）。
④

格
納
容
器
か
ら
は
ヴ
ェ
ン
ト

（
圧
力
逃
が
し
弁
）
を
開
い

た
際
、
外
部
に
放
射
性
物
質

が
放
出
。
⑤
建
屋
は
青
天
井

で
気
体
は
無
制
限
に
、
排
液

は
ト
レ
ン
チ
か
ら
海
へ
故
意

に
？
⑥
人
家
接
近
で
敷
地
は

狭
く
諸
外
国
と
事
情
が
違

う
。

　

も
う
一
つ
の
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
化
石
燃
料

と
違
い
炭
酸
ガ
ス
等
を
出
さ

な
い
メ
リ
ッ
ト
が
強
調
さ
れ

た
。
地
球
資
源
に
限
り
が
あ

る
点
で
石
炭
、
石
油
、
天
然

ガ
ス
等
に
替
わ
る
と
い
う
核

原
料
も
同
類
だ
が
、
環
境
へ

の
放
射
能
汚
染
と
燃
料
再
処

理
も
含
め
て
技
術
的
に
未
確

立
の
原
発
と
で
は
、
当
面
競

争
に
も
代
替
に
も
未
来
技
術

に
も
な
ら
な
い
（
続
）。

　本日、橋下徹大阪府知事が代表を務める「大阪維新の会」府議
団は、「大阪府の施設における国旗の掲揚及び教職員による国歌
の斉唱に関する条例」を、府議会本会議において「大阪維新の
会」などの賛成で強行可決した。この条例は、憲法と教育の条
理、民主主義を蹂躙するものであり、断じて容認できない。
　府議会教育常任委員会や本会議での本条例に関する審議はわず
か数時間で、府民的な論議がまったく行われないもとで、「大阪
維新の会」府議団が、強行可決することは、議会制民主主義の精
神を踏みにじる暴挙である。
　大教組は、この暴挙を糾弾するとともに、教育現場における
「日の丸・君が代」の押しつけを許さず、憲法と教育の条理にも
とづき、子どもたちを人間として大切にする教育を、すべての教
職員、父母・府民との共同によってすすめることをあらためて表
明する。
　私たちは、本条例に対して、第１に、かつて侵略戦争のシンボ
ルとして利用された「日の丸」、天皇の御代の永続化をたたえる
「君が代」をどう考えるかは、一人ひとりが決める問題であり、
一方的に押しつけることは、憲法19条「思想・良心の自由」を侵
害するものであること、第２に、「国旗・国歌法」が強行成立さ
れた1999年の国会審議でも、国民への義務づけや強制はしないと
いう確認・合意がなされていたこと、第３に、子どもの成長・発
達のために行われる自主的で創造的な教育は、選挙で多数を得た
ことを根拠にすすめる政治行為とは本質的に異なり、条例や命令
で強制してはならない営みであること、第４に、学習指導要領は
義務規定ではなく、あくまでも大綱的基準であり、「日の丸・君
が代」がなくても卒業式・入学式は成立するものであることなど
を指摘し、本条例についての府民的論議を呼びかけてきた。
　府議会での審議を通じて、本条例は、市町村教育委員会の服務
監督権限を侵すものではないこと、拘束力はなく教職員の懲戒処
分に直接結びつくものではないことが明らかにされた。
　本条例の強行可決は、教職員に「君が代」斉唱・起立を強制す
ることを通じて、府民や子どもに「愛国心の高揚」を押しつけ、
「内心の自由」を奪うとともに、権力者や支配者に従順な教職員
・府民づくりをねらったものである。
　本条例反対の府民的運動は、短期間のうちに各界・各分野に急
速に広がった。本条例は強行可決されたものの、教育現場への
「日の丸・君が代」押しつけの是非や、「免職を含む懲戒処分」
条例の不当性など、父母・府民の関心は大きく高まっている。こ
の到達点に依拠し、父母・府民と力を合わせて、憲法と子どもの
権利条約にもとづく教育をいっそう豊かに発展させ、本条例の廃
止、「懲戒処分」条例阻止のたたかいを、断固すすめる決意を表
明する。

府民的な論議がないもとでの「数の暴挙」に
よる「『日の丸』常時掲揚、『君が代』斉唱起立
条例」の強行可決を糾弾する

2011年６月３日
大阪教職員組合書記長　小林　優
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普
通
校
の
音
楽
教
師
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
病

休
代
替
と
し
て
肢
体
不
自

由
校
で
初
め
て
、
教
職
に

つ
け
ま
し
た
。
車
い
す
や

全
介
助
の
子
ど
も
、
初
め

て
耳
に
す
る
専
門
用
語
、

と
ま
ど
う
ば
か
り
で
し

た
。

　

翌
年
、
定
数
内
講
師
と

な
り
新
転
任
研
修
を
受
け

て
、
よ
う
や
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
非
常
勤
の
年
は

20
件
以
上
面
接
を
受
け
て

条
件
の
合
う
ア
ル
バ
イ
ト

に
つ
き
ま
し
た
が
、
２
重

生
活
は
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
限
界
で
し
た
。
臨

時
教
職
員
を
経
験
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、
次
の
任
用

が
あ
る
か
、
い
つ
も
不
安

で
過
敏
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
。
系
統
だ
っ
た
研
修

も
な
く
「
何
が
疑
問
で
、

何
を
聞
い
た
ら
い
い
の

か
」「
誰
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
」
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
。
積
み
重
ね

の
教
育
が
出
来
な
い
。
非

常
勤
で
の
一
人
く
ら
し
生

活
は
困
難
で
、
４
月
分
の

給
料
は
滞
納
し
て
い
た
市

民
税
に
消
え
ま
し
た
。

　

全
国
の
臨
時
教
職
員
運

動
の
「
教
育
に
臨
時
は
な

い
」
の
合
い
言
葉
は
教
育

権
の
二
重
の
侵
害
を
訴
え

て
い
ま
す
。
１
つ
は
子
ど

も
の
学
習
権
・
発
達
権
の

侵
害
、
２
つ
め
は
教
職
員

の
労
働
権
の
侵
害
で
す
。

　

「
教
育
に
臨
時
は
な

い
」、
こ
の
思
い
で
、
仲

間
と
共
に
運
動
を
広
め
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
職
場
に

い
る
臨
時
教
職
員
の
方
々

に
関
心
を
持
っ
て
、
声
を

か
け
て
下
さ
い
。

女
子
校
で
定
員
を
満
た
し
た

学
校
は
２
割
の
み
。
府
立
高

校
は
44
校
が
定
員
割
れ
で
、

学
校
生
き
残
り
の
競
争
シ
ス

テ
ム
は
公
教
育
の
縮
小
・
解

体
路
線
そ
の
も
の
で
す
。
学

校
つ
ぶ
し
、
教
育
つ
ぶ
し
に

反
対
し
ま
す
。

闘
っ
て
勝
ち
取
り

ま
し
た

西田博一さ
ん

（府立工専）

　

４
月
か
ら
独
立
行
政
法
人

と
な
り
、
私
た
ち
は
公
務
員

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
４

月
１
日
に
労
使
協
定
と
労
働

協
約
の
調
印
を
行
っ
た
。
毎

月
、
定
例
の
労
使
協
議
を
行

い
、
確
認
事
項
を
議
事
録
で

残
し
て
い
く
。
昨
年
、
時
間

外
手
当
を
過
去
２
年
半
遡
っ

て
支
給
さ
せ
、
今
年
、
時
間

外
手
当
の
財
源
も
確
保
さ
せ

た
。
過
半
数
組
合
を
維
持
す

る
た
め
、
積
極
的
に
組
合
加

入
を
勧
め
て
い
る
。

拡
大
の
大
き
な
波
で

吉田嘉一さ
ん

（堺）

　

３
年
前
か
ら
お
や
つ
を
持

信
念
を
貫
く
た
め
に

馬場史章さ
ん

（大阪市教）

　

青
年
の
加
入
が
増
え
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
は
不
安
で

仲
間
が
ほ
し
い
。
教
師
と
し

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
。

組
合
の
良
さ
に
気
づ
い
た
青

年
が
青
年
を
誘
う
。
青
年
の

要
求
や
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た

学
習
会
や
、
様
々
な
交
流
会

を
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
講
師
時
代
に
青
年
フ
ェ

ス
タ
に
参
加
し
て
、
市
教
の

存
在
を
知
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
担
任
で
う
ま
く
い
か

ず
、
組
合
員
の
学
年
主
任
に

助
け
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
、

採
用
さ
れ
た
と
き
「
自
分
を

守
る
も
の
が
欲
し
い
」
と
組

合
に
加
入
し
ま
し
た
。
校
長

の
不
当
評
価
と
闘
っ
た
時

も
、「
自
分
に
は
組
合
が
つ

い
て
い
る
ん
だ
」
と
勇
気
を

も
ら
い
、
組
合
の
応
援
に
救

わ
れ
ま
し
た
。
私
が
ベ
テ
ラ

ン
に
な
っ
た
ら
、
誰
か
を
助

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
教
の

組
合
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
も
っ
て
、
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
阪
の
高
校
教
育
を

守
れ

岩井繁和さ
ん

（大私教）

　

橋
下
府
政
は
私
立
高
校
無

償
化
施
策
拡
充
の
財
源
を
私

学
経
常
費
補
助
金
の
削
減
で

捻
出
し
て
い
ま
す
。

　

私
立
小
学
校
50
％
、
中
学

校
35
％
も
の
削
減
案
は
３
月

議
会
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
高
校
の
配
分
方
法
を
改

悪
し
ま
し
た
。
今
年
の
入
学

者
数
も
激
変
。
私
学
募
集
定

員
総
数
を
２
９
０
０
人
も
超

え
ま
し
た
。
一
方
、
定
員
割

れ
を
起
こ
し
た
の
は
13
校
、

る
攻
撃
で
す
。
橋
下
の
強
権

・
独
裁
政
治
も
歴
史
の
流
れ

に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
11
月

に
も
行
わ
れ
る
知
事
選
で
、

府
民
の
く
ら
し
、
教
育
、
安

全
・
安
心
を
守
る
民
主
府
政

の
実
現
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一
緒
に

学
校
づ
く
り

池田和幸さ
ん

（豊中教組）

　

６
年
ぶ
り
に
学
校
に
来
た

保
護
者
が
「
歩
く
、
寝
る
、

じ
ゃ
ま
を
す
る
だ
っ
た
の

が
、
見
る
、
聞
く
、
語
る
の

生
徒
に
変
わ
っ
て
い
て
、
び

っ
く
り
し
た
」
と
言
う
ほ

ど
、「
落
ち
着
い
た
学
校
」

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の

実
態
か
ら
出
発
し
、
職
員
集

団
で
議
論
を
尽
く
す
。
体
罰

は
し
な
い
。
毎
年
、
教
育
活

動
の
原
点
を
確
認
。
保
護
者

に
知
ら
せ
、
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
結
果
で
す
。

　

「
ド
ラ
え
も
ん
の
会
」
と

い
う
青
年
教
職
員
の
交
流
会

を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
チ
を
磨
い
て
、

要
求
に

川本律子さ
ん

（女性部）

　

昨
年
10
月
、
全
国
女
性
教

職
員
学
習
交
流
集
会
を
大
阪

で
開
催
し
、
エ
ル
大
阪
の
ホ

ー
ル
を
８
０
０
人
以
上
で
埋

め
、
１
０
０
人
の
合
唱
と
寸

劇
で
全
国
の
仲
間
に
元
気
な

大
阪
を
発
信
し
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
で
取
り
組
み
、
輪

が
広
が
り
若
返
り
ま
し
た
。

今
年
、
女
性
部
常
任
委
員
が

10
人
揃
い
、
権
利
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
作
り
ま
し
た
。
若
い
人
へ

の
権
利
学
習
会
に
活
用
し
て

下
さ
い
。

「
貧
困
」は
食
生
活

を
襲
う

石川知美さ
ん

（栄養職員部）

　

「
食
育
推
進
計
画
」
と
う

ら
は
ら
に
子
ど
も
達
の

「
食
」
は
た
い
へ
ん
な
状
況

で
す
。
ま
と
も
な
食
事
は
給

食
だ
け
と
い
う
子
も
い
ま

す
。
中
学
校
給
食
の
全
国
実

施
率
は
81
・
６
％
。
心
身
と

も
に
大
切
な
成
長
・
発
達
期

に
あ
る
中
学
生
に
き
ち
ん
と

し
た
学
校
給
食
を
実
施
し
、

食
育
を
推
進
す
る
こ
と
は
保

護
者
の
願
い
で
す
。
過
密
労

働
解
消
、
実
施
に
向
け
て
の

合
意
づ
く
り
、
条
件
整
備
を

求
め
ま
す
。

子
育
て
も
金
儲
け
の

対
象
に

佐野喜代美さ
ん

（幼稚園部）

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
」
は
幼
稚
園
と
保
育

園
を
一
体
化
し
、
補
助
金
も

一
元
化
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
が
、
二
転
三
転
し
、
改

革
に
必
要
な
財
源
も
あ
り
ま

せ
ん
。
幼
稚
園
で
は
通
常
保

育
の
後
、
預
か
り
保
育
を
し

ま
す
。
別
途
料
金
が
か
か

り
、
応
益
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
13
単
組
か
ら
代
表
が

結
集
し
て
い
ま
す
が
、
世
代

交
代
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
い

大島悦子さ
ん

（障害児教育部）

　

３
月
11
日
付
け
で
、
障
害

児
学
級
在
籍
児
童
・
生
徒
は

１
７
０
０
０
人
、
10
年
前
の

２
倍
で
す
。
医
療
ケ
ア
ー
児

か
ら
発
達
障
害
児
、
障
害
の

重
度
化
・
多
様
化
で
毎
日
、

ク
タ
ク
タ
。
子
ど
も
の
話
の

前
に
た
め
息
が
で
ま
す
。
何

よ
り
教
育
条
件
整
備
を
切
望

し
ま
す
。「
分
断
・
管
理
・

自
己
責
任
」
で
は
な
く
、

「
連
帯
と
助
け
合
い
」「
子

ど
も
を
語
れ
る
学
校
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

少
数
職
種
だ
か
ら
こ
そ

松川純一さ
ん

（事務職員部）

　

昨
年
の
給
与
制
度
改
悪
及

び
高
校
事
務
職
員
削
減
反
対

の
た
た
か
い
で
は
未
組
合
員

も
結
集
し
平
成
18
年
当
時
よ

り
約
１
０
０
万
円
下
が
る
人

も
い
て
、
怒
り
と
熱
気
の
決

起
集
会
も
開
き
ま
し
た
。
副

主
査
任
用
制
度
も
問
題
の
あ

る
提
案
で
す
。
公
正
・
公
平

な
選
考
と
な
る
よ
う
折
衝
・

交
渉
を
進
め
ま
す
・
若
い
世

代
が
将
来
に
展
望
を
も
て
る

よ
う
、
ス
キ
ル
向
上
を
め
ざ

し
、
仲
間
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま

す
。

っ
て
の
分
会
訪
問
を
続
け
て

い
ま
す
。
分
会
会
議
の
定
例

化
、
青
年
の
加
入
と
確
実
に

成
果
が
出
て
い
ま
す
。
過
去

最
速
の
ペ
ー
ス
で
組
織
拡
大

が
進
ん
で
い
る
の
は
、
分
会

と
専
門
部
、
と
り
わ
け
事
務

職
員
部
の
奮
闘
で
す
。
青
年

の
「
組
合
に
対
す
る
垣
根
」

は
低
く
な
り
、
確
実
に
「
変

化
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
昨
年
２
月
、
青
年
だ
け

の
交
流
会
、「
堺
の
青
年
組
合

員
大
集
合
」
を
成
功
さ
せ
ま

し
た
。
今
の
若
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
新
し
い
組
合
運
動

が
う
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

強
権
府
政
を

終
わ
ら
せ
よ
う

畑山卓さ
ん

（府高教）

　

極
端
な
歳
出
抑
制
で
府
民

の
生
活
実
態
は
全
国
最
低
レ

ベ
ル
で
、
教
育
予
算
も
過
去

最
低
で
最
高
時
の
半
分
で

す
。「
維
新
の
会
」
は
数
に

任
せ
て
、
府
会
定
数
の
大
幅

削
減
を
た
く
ら
み
、
独
占
体

制
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
君
が
代
」

の
起
立
・
斉
唱
強
制
の
条
例

は
自
由
と
民
主
主
義
に
対
す

と
ま
ど
い
と
不
安
の
な
か
で

 

臨
時
教
職
員
部　

Ｓ
さ　

　

ん

共
同
共
同
ひ
ろ
げ
、

ひ
ろ
げ
、府
政
転
換

府
政
転
換
へへ

連帯と助けあいの職場づくり連帯と助けあいの職場づくり

西
岡
さ
ん
は
定
期
大
会
で
も

報
告
発
言
さ
れ
ま
し
た　
　

11
年
度
運
動
方
針
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

定
期
大
会
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

定
期
大
会
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

1010
億
分
の
１
か
も
し
れ
な
い

億
分
の
１
か
も
し
れ
な
い

　

20
人
の
大
会
発
言
の
う
ち
、
青
年
は
４
人
、
女
性
は
５

人
で
し
た
。
青
年
部
か
ら
は
つ
な
が
り
あ
っ
て
、
悩
み
や

困
っ
た
こ
と
も
出
せ
る
楽
し
い
活
動
が
報
告
さ
れ
、
松
原

か
ら
は
「
教
育
の
集
い
」（
大
教
組
教
研
）
を
青
年
・
父

母
・
府
民
と
つ
く
る
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。


